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	日韓文化交流基金広報誌『日韓文化交流基金NEWS』
	（日本語版・韓国語版）
	制作業務委託先公募について
	2025年6月
	公益財団法人日韓文化交流基金
	1. 概要
	公益財団法人日韓文化交流基金（以下、基金）の広報誌の制作業務を委託する事業者を募集します。
	今回の公募は、2025年度（2026年2月末）刊行の1回分の業務が対象です。
	2. 印刷物の仕様
	3.　委託金額
	4.　応募条件と提出期限
	5. 審査方法
	提出された見積書の内容、類似業務の実績、見積額の妥当性等を総合的に判断し、決定します。
	6. 公募結果通知
	2025年8月22日（金）までに、当基金ウェブサイトにて公表します
	7. その他
	・企画書の提出に伴う経費は申請団体の自己負担とします。
	・提出された書類は本件審査の目的にのみ利用し、採否にかかわらず返却しません。
	・採否決定の経緯、理由についてはお答えできませんので、予めご了承ください。
	・事業者決定後に、この見積もり時の計画から変更になることがあります。
	問い合わせ先

